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■ルーツ
　二連木清さんは，苗字を「にれんぎ」とお読みする。
苗字のルーツは愛知県豊橋市の二連木城からきてい
る。徳川時代から続く由緒ある苗字であり，二連木
城址もある。
　1952年生まれで故郷は栃木県。意匠設計事務所を
していた東京芸術大学出身の叔父や，東京電機大学
を出て構造設計をしていた兄の影響があったのかも
しれないが，建築の中でも構造を選んだのは「絵が
上手くなかったからですかね」と話す。
　日本大学へ進学し卒業して大学院は坪井研究室へ
と進む。「当時の日大には凄い先生がいましたネエ」
と二連木さんはまるで人事のように覇志堂と共有する。
今でも多くの構造家の卵が教科書とする国立代々木
競技場（1964年）があるが，その建築を丹下健三と
つくった構造家・坪井善勝の研究室に進んだのは凄
いことである。東京大学を離れて日本大学教授とし
て教鞭を取ったときの門下生の一人が二連木さんと
なる。「研究はシェル構造が多かった……」と静かに
語る品のいい門下生なのです。坪井先生からあの建
築を見に行くように！ などといわれたことはなく，当
時は「時間がゆっくりと流れていたんですよ」と。

■青木研究室
　卒業時は就職に厳しい時期だったので，長崎の大
洋漁業関連のゼネコンに入社する。勤務地は東京だ
ったが，第二次世界大戦の後始末をしている建設会
社で，鉄骨の倉庫やアルジェリアの工場の構造設計
をしたという。戦後の感覚で仕事をするには若い二
連木さんは1年で転職を決めた。その後，構造家・青
木繁さんの事務所に移り，丹下健三の片腕として知
られる建築家・大谷幸夫さんや，建築家・大江宏さ
んの構造設計に携わる。大谷作品の中でも著名な沖
縄コンベンションセンター（1987年）は，当初から
設計に携わっていて，現場監理は別の所員が担当し
ていたが，二連木さんも時々現場へ出向いていたと
いう。事務所の先輩に聞いた大谷先生の逸話もあり，
自ら広島のファブに出向き，鉄骨の原寸を描いて指
示したという。某大手ゼネコンが元請のためその対
応ができたとも……。ゆったりとした時代であったと
もいえる話です。大江宏さんの国立能楽堂（1983年）
も印象に残る。構造を木で隠してしまう設計スタイル
だが，構造設計者としては少し残念な気持ちもあっ
たような……。坪井善勝という一流の構造家に学び，
一流の建築家との仕事に奔走した8年間でした。 
■レン構造設計事務所
　二連木が率いるレン構造設計事務所は，公共・民
間を問わず依頼が絶えない人気の事務所。現在は，
水天宮に立派な事務所を構えているが，独立時には，
坪井研究室時代からの仲間である構造家・岡部善裕
さん（力体工房）と「事務所をシェアしながらのス
タートでした」と懐かしそうに話す。設計活動だけで
なく，ログハウス協会の活動もしている。最近は，実
施を含め，CLTを使った木造3階建のテーマが出てい
る。しかし，ログハウス自体に決定的なデータが不足
していて，耐火の問題など課題は多く普及は簡単で
はないという。また，修行時代に知り合った方々との
お付き合いも続いていて，青木繁研究室の先輩であ
る構造家・山辺豊彦さんとは，JSCA東京の顧問とし
て一緒に活動している。一般的な趣味と呼べるもの
は「ゴルフ」しかないというが，少し年上でありなが
らバリバリ活動される山辺さんとのゴルフを含めたお
付き合いが続く限り，若々しく構造に取り組む二連木
清さんの姿を見られるのは間違いなさそうです。
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元々，会場の構成デザインが好きである。実は愚
弟二人のうち，上の弟は音楽系メディア・アーティス
トの出自で，末弟は陶芸家なので，筆者の建築設計
事務所設立当初，仕事がまったくない時期は，末弟
の陶器展覧会の会場構成を手掛けていたこともある。
建築と音楽と器だから，三人寄れば繁盛店ができる
などと笑っていたのは25年も前の懐かしい話である。

今，筆者が手掛けている会場デザインで最も賑や
かで華やかなものといえば，毎年京都で開催される

「KYOTOGRAPHIE（京都国際写真祭）」である。写
真家のLucille Reyboz（ルシール・レイボーズ）と照
明家の仲西祐介の二人が2013年に始めた同写真祭
は，日本では珍しい国際的な写真展でもあり，また
招かれるアーティストも大御所から新進気鋭の写真
家までさまざまで，特にハイブランドが自分たちの
ブランドアイコンとして招請する海外の写真家の作
品展示は，いつも大きな反響を呼んでいる。
⦿鑑賞者の意識に，虚構と実像の横断を迫る

筆者が最初に手掛けたKYOTOGRAPHIEの会場デ
ザインは，2019年に建仁寺山内の両足院・大書院に
て開催された「Alfred Ehrhardt（アルフレート・エー
ルハルト）／自然の形態美─バウハウス100周年記念
展」である。ドイツ・バウハウスで学んだエールハル
トは，ナチスから逃れて北海の沿岸に移り住み，干潟
にて自然がつくり出す砂紋様を撮影した。この写真家
の展覧会場をデザインするにあたって，筆者と当社担
当チームは，エールハルトの撮影した干潟の写真を通
常の写真展のように壁面に設置するにではなく，畳の
上に特別に設えた什器にて，床面に水平に並ぶよう
写真群を配置した。これは写真をランドスケープの要
素として捉え，実際に目の前に広がる建仁寺両足院
の回遊式庭園と重ね合わせることで，北海の沿岸より
時空を越えて輸送された，真実でありノンフィクショ

ンとしてのランドスケープの写真と，実際に目にして
いるとはいえ人間によってつくり込まれた日本庭園と
いう「不自然」な自然を重ね合わせて鑑賞するという，
新しい会場デザインの可能性を提示したものであっ
た。黒い畳の上に水平に配置された砂紋様の写真に
よって，人々は写真を鑑賞するという行為と同時に，
一つの環境装置を体験したことと思う。

また，2024年4月13日より開催される同展覧会に
て当社が担当するのは，京都新聞ビル地下1階の印刷
工場跡にて開催される「Viviane Sassen（ヴィヴィア
ン・サッセン）／PHOSPHOR：Art & Fashion 1990–
2023展」だ。DIORそしてパリのMEP（Maison Euro-
péenne de la Photographie，Paris）の協力で開催され
る本展であるが，写真家の枠にとどまらない，才能豊
かなアーティストとしてのヴィヴィアン・サッセンの
アートワークを展示するものである。本展ではヴィヴ
ィアンの色彩豊かな写真を，印刷工場跡という硬質
で無機質な空間にどう表現するかという問いに対し
て，虚構性（fictionality）というコンセプトにて会場デ
ザインに臨んでいる。工場跡というインダストリアル
な空間に，鏡面状に設えた壁面を配置し，そこに写
真を設置することで，鑑賞者はヴィヴィアンの撮影す
るフィクショナルな風景と，荒々しい工場跡の様相を
同時に見る。そして，そこには鑑賞者も映り込むの
だ。それは鑑賞者の意識のうえで，虚構と実像の横
断を迫るデザインともいえよう。

考えてみると筆者の会場デザインは，配置対象と
なるアート，そしてそれが置かれる会場（＝環境）と
の関係を，常に模索するものとなっている。建築家
が芸術展の会場をデザインするということは，やは
り普段考えていることの延長であることに相違ない
のであろう。本年もぜひ会場に足を運んでいただけ
れば幸いである。 （えんどう　かつひこ）
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会場デザインという試み

KYOTOGRAPHIE2019当社会場デザインより 会場：両足院（建仁寺山内）


